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第１章 策定の趣旨 
 

１ 策定の背景と目的 

 

自転車は、通勤・通学、買物など比較的近距離の移動手段として広く利用されています

が、近年では、道路交通法の改正による車道通行規定の明確化や、自転車ルール違反者に

対する罰則の強化などが進められ、また、コロナ禍における交通行動の変容や、電動キッ

クボードなどの新たな乗り物の進展など、自転車に関する大きな社会的変化が起きていま

す。 

このような中、平成 29（2017）年５月に施行された「自転車活用推進法」により、交通

混雑緩和や環境保全、健康増進、観光振興など新たな乗り物の活用が求められ、国では、

自転車の活用の推進に関する基本的な計画となる自転車活用推進計画を策定し、神奈川県

でも国の計画を勘案して、令和２（2020）年３月に神奈川県自転車活用推進計画を策定し

ました。 

本市においては、厚木市交通マスタープラン（以下「交通マスタープラン」という。）に

示すコンパクト・プラス・ネットワーク型の都市構造をいかしたまちづくりに向けて、市

民一人一人の移動の質の向上を図ることや、様々な移動手段の充実が必要であり、また、

セーフコミュニティの理念のもと、自転車の安全な利用の促進を図り、「交通死亡事故ゼロ」

に向けた取組を進めるとともに、2050年カーボンニュートラルの実現等に向け、環境負荷

の少ない自転車を活用した取組を進めることも必要です。 

さらに自転車は、健康の増進に寄与し、災害時にも活用可能な乗り物として注目されて

おり、また、自転車を活用した観光振興などにも期待が寄せられています。 

「厚木市自転車活用推進計画（以下「本計画」という。）」は、環境保全、観光振興、健康

増進など、様々な効果が期待される自転車の活用について、行政の役割を明確にし、本市

の自転車に関する様々な取組について、①コンパクト・プラス・ネットワーク、②セーフ

コミュニティ、③カーボンニュートラル等の３つの視点から、自転車活用の総合的な指針

として策定するものです。 
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２ 計画の位置付け 

 

本計画は、第 10次厚木市総合計画における「人が集い、交流し、新たな価値を生むまち

（発展政策）」分野の個別計画とします。 

また、本市が定める厚木市都市計画マスタープラン（以下「都市計画マスタープラン」

という。）、交通マスタープラン、厚木市コンパクト・プラス・ネットワーク推進計画（以

下「コンパクト・プラス・ネットワーク推進計画」という。）等の計画と整合を図りつつ、

セーフコミュニティの推進やカーボンニュートラルの実現を見据えた、本市の実情に応じ

た自転車の活用に関する総合的な計画とします。 
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３ 計画期間 

 

本計画の計画期間は、都市計画マスタープラン、交通マスタープラン、コンパクト・プ

ラス・ネットワーク推進計画との整合を図り、令和５（2023）年度から令和 22（2040）年

度までとします。 

また、短期・中期・長期で定める目標値等の達成状況や施策の進捗状況の評価検証をコ

ンパクト・プラス・ネットワーク推進計画の見直し（令和８（2026）年度、令和 14（2032）

年度、令和 22（2040）年度）と併せて実施するとともに、国や県の自転車活用推進計画の

改定状況などを踏まえ、必要に応じて見直しを実施します。 
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第２章 自転車を取り巻く情勢 

 

１ 近年の自転車関連の法令制定状況 

（１）法令制定状況 

  平成 24（2012）年 11月に国から「安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン」

が発出され、自転車ネットワーク計画の策定手順や自転車通行空間の整備方法が示さ

れるなど、自転車が安全で快適に利用できる道路環境整備の基準が定められました。 

  平成 25（2013）年 12月には、道路交通法の改正による自転車の車道通行規定の明

確化や、自転車ルール違反者に対する講習制度の導入などが進められ、自転車ルール

を周知徹底するための制度が整備されてきています。 

  さらに、平成 29（2017）年５月に「自転車活用推進法」が施行され、交通混雑緩和

や環境保全、健康増進、観光振興など、新たな乗り物の活用が求められ、国では、自

転車の活用の推進に関する基本的な計画となる自転車活用推進計画を策定し、神奈川

県でも国の計画を勘案して、令和２（2020）年３月に神奈川県自転車活用推進計画を

策定しました。 

 

年月 法令等の名称（所管） 内容 

平成 24（2012）年 
11月 

安全で快適な自転車利用環境 
創出ガイドラインの策定 
（国土交通省、警察庁） 

自転車ネットワーク計画の策定手順や自
転車通行空間の整備方法を明確化 

平成 25（2013）年 
12月 

改正道路交通法施行 
（警察庁） 

車道の左側を自転車が通行することを規
定 

平成 27（2015）年 
６月 

改正道路交通法施行 
（警察庁） 

自転車の運転による危険行為 14 項目を規
定（信号無視、一時不停止、飲酒運転、携
帯電話の使用運転等） 

平成 28（2016）年 
７月 

安全で快適な自転車利用環境 
創出ガイドラインの改定 
（国土交通省、警察庁） 

自転車走行空間の路面表示の仕様の標準
化等を追加 

平成 29（2017）年 
５月 

自転車活用推進法施行 
（国土交通省） 

自転車の活用を総合的、計画的に推進 

平成 30（2018）年 
６月 

自転車活用推進計画策定 
（国土交通省） 

自転車活用推進法に基づき、自転車の活用
を推進する総合的な計画として策定 

平成 31（2019）年 
４月 

道路構造令改正 
（国土交通省） 

自転車通行帯の新設及び自転車道の設置
要件を追加 

令和２（2020）年 
３月 

神奈川県自転車活用 
推進計画策定 

国の自転車活用推進計画を勘案し、自転車
の活用に関する施策を総合的に進める指
針として策定 

令和２（2020）年 
６月 

改正道路交通法施行 
（警察庁） 

自転車の「妨害運転」を危険行為として追
加（15項目に） 

令和３（2021）年 
５月 

第２次 
自転車活用推進計画策定 
（国土交通省） 

持続可能な社会の実現に向けた自転車の
活用の推進を一層図る計画として策定 

令和４（2022）年 
４月 

改正道路交通法公布 
（警察庁） 

全ての自転車利用者に対する乗車用ヘル
メット着用の努力義務化 
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（２）安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン 

  平成 24（2012）年 11月に国土交通省、警察庁から「安全で快適な自転車利用環境

創出ガイドライン」が発出され、自転車の車道通行を前提とした自転車通行空間整備

の標準的な考え方が示されました。 

また、平成 28（2016）年７月の改定では、歩行者の安全確保の観点から、自転車の

車道通行についての方針が強化されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

出典：安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン（国土交通省、警察庁） 
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（３）自転車活用推進法 

  平成 29（2017）年５月に「自転車活用推進法」が施行され、自転車専用道路の整備

や駐輪場整備、交通安全に係る教育及び啓発、健康の保持増進等の 14 項目の基本方

針が設定されています。 

令和３（2021）年５月には国土交通省により「第２次自転車活用推進計画」が策定

され（計画期間：長期的な展望を視野に入れつつ、令和７（2025）年まで）、四つの視

点で目標を設定するとともに、自転車活用推進法における基本方針を踏まえて、具体

的に実施すべき施策を定めています。 

■ 自転車活用推進法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 第２次自転車活用推進計画（国土交通省） 
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２ 自転車利用のメリット 

 

自転車は、手軽に利用できる交通手段であるとともに、その利用を日常の移動手段に

取り入れることにより、経済、環境、健康等の面でメリットが期待できます。 

 

（１）近距離の移動に最適 

自転車は、手軽に利用でき、交通混雑等の影響も少なく、効率的に移動できること

から、約 500m から５km 弱の距離において、徒歩や自動車、バス、鉄道のいずれの交

通手段よりも早く目的地まで着くことができる交通手段であると言われています。 

 

■ 交通手段別の移動距離と所要時間の関係 

   

出典：自転車通勤導入に関する手引き（国土交通省） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

徒歩 バス 自転車 

自動車 

鉄道 
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（２）コストが安い 

自転車は、交通手段として自動車に比べて購入時のコストが安く、また、燃料費や

自動車税などの固定費用も発生しないため、ランニングコストも抑えられ、経済的に

優れています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：自転車通勤導入に関する手引き（国土交通省） 

（３）環境に優しい 

自転車は、徒歩と同じように二酸化炭素や大気汚染物質を排出しないため、地球環

境に優しい乗り物です。自家用乗用車から自転車に転換し、自転車の利用が増えるこ

とは、本市の大気環境の改善や、地球温暖化対策にもつながります。 

■ 輸送量当たりの二酸化炭素の排出量（旅客） 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国土交通省総合政策局環境政策課資料 
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（４）健康に良い 

自転車に乗ることは、体の中の多くの筋肉を使う身体運動であり、体力・筋力の維

持・増進に役立ち、生活習慣病予防や体脂肪の減少、高血圧の改善などに効果があり

ます。 

「健康づくりのための身体活動基準 2013（厚生労働省）」によると、身体活動の強

さと量を表す単位として４メッツ以上の活動を 30 分以上、週２日以上行う運動習慣

をもつことで、生活習慣病及び生活機能低下等のリスクの低減効果が高まることが報

告されています。 

また、自転車は、風を受けて走ることで爽快な気分を得ることができるとともに、

季節の変化を敏感に感じ、自然をダイレクトに味わうことができるなど、自転車がも

たらす気持ちよさは気分の向上につながり、精神面での健康増進にも寄与します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：厚生労働省 

 

※メッツとは 

運動強度の単位で、安静時を１とした時と比較して何倍のエネルギーを消費するかで活動の強

度を示したもの。 
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出典：内閣府 

 

３ 新型コロナウイルス感染症対策における位置付け 

国の新型コロナウイルス感染症対策本部により決定された「新型コロナウイルス感染

症対策の基本的対処方針」（令和２（2020）年４月７日改正）において、自転車通勤の推

進が位置付けられており、感染症対策として３密（密閉、密集、密接）を回避する有効

な手段とされています。 
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出典：新たな交通ルール（警視庁） 

 

 

４ 新たな乗り物（自転車利用の多様化） 

 

情報技術の進展や交通社会におけるニーズの多様化を背景として、自転車利用環境に

影響を与える可能性がある新たなモビリティが進展しています。例えば、電動キックボ

ードは、現行の道路交通法では、原動機付自転車に分類され、免許取得やヘルメット着

用が義務化されていますが、令和５年７月から最高時速などの基準を満たせば「特定小

型原動機付自転車」として分類できる新たな制度が法律に設けられます。運転免許は不

要で、ヘルメットの着用も努力義務とされます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小型低速車 
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電動キックボードの新しいルールを盛り込んだ道路交通法が令和４（2022）年４月

に公布され、「16歳以上という年齢制限をクリアすれば免許不要になる」という内容が

決まりました。 

令和５年７月に施行が予定されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電動キックボードについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【電動キックボードによる事故】 

警察による交通反則告知書（青キップ）の交付など電動キックボード利用

者の摘発が、令和３（2021）年９月から令和４（2022）年８月までの１年間

で 1,015件（暫定値）ありました。歩道や車道の右側走行といった「通行区

分」違反が６割に当たる 610件と最も多く、酒気帯び運転も 23件ありまし

た。 

また、令和４（2022）年９月には、東京都中央区のマンションの駐車場

で、男性が乗る電動キックボードが車止めにぶつかり、男性は前方に向かっ

て転倒し、頭を強く打ったことによる死亡事故が発生しました。 

出典：警察庁 

 

コラム 

令和５年７月１日（予定） 



 

- 15 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  第３章 自転車利用の現状と課題 
 

 

１ 本市の概況 ................................................................................................ 16 

２ 自転車利用環境の現状 ................................................................................ 18 

３ 自転車に関する意識調査 ............................................................................. 29 

４ 現状と課題の整理 ....................................................................................... 32 

 

 

  



 

- 16 - 

 

第３章 自転車利用の現状と課題 

 

１ 本市の概況 

（１）地勢・地形 

本市は、神奈川県のほぼ中央にあり、市域は東西に約 13.8km、南北に約 14.7km、

総面積は 93.84㎢です。北西部に広がる丹沢山地、尼寺原台地及び荻野台地などの

洪積台地、並びに南東部に広がる沖積平野の「三段構えの地相」と呼ばれる地域に

あり、標高差が約 1,200mにも及ぶ起伏に富んだ地形となっています。 

また、東側の市境に相模川が流れているほか、丹沢山地を源流とする中津川、小

鮎川を始めとする多くの河川が流れており、市域の北西から南東にかけてゆるやか

に傾斜した扇状の地形を形成しています。自転車での中心市街地へのアクセスは、

北部郊外部からは下り坂、本厚木駅からは上り坂となる地形となっています。 

   

■ ３Ｄ表示で見た厚木市主要部の地形 

 
出典：地理院地図３Ｄ（国土地理院ＨＰ）に地名等を加筆 ※高さ方向を強調しています。 

 

■ 変化に富んだ本市の地形 

 

 

…台地 …河川 

尼
寺
原
台
地 
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（２）人口 

本市の総人口は、平成 27（2015）年をピークにゆるやかに減少し始め、令和 22

（2040）年には、200,225人になると予測されます。 

総人口は減少するものの、老年人口（65歳以上人口）は年々増加し、結果、高齢

化率も増加し続けることが予測されており、令和 22（2040）年の高齢化率は 33.9％

になると予測され、市民の３人に１人が高齢者になると見込まれています。 

 

 ■ 年齢３区分別人口の推移（昭和 30（1955）年～令和 22（2040）年） 

 

 
※平成 27（2015）年及び令和２（2020）年の年齢３区分別人口は、年齢不詳分を按分し、各区分別人口に加えています。 

令和７（2025）年以降の推計値は年齢不詳分を除き、推計しています。 

出典：昭和 30（1955）～平成 27（2015）年：総務省「国勢調査（各年）」 

令和２（2020）年：神奈川県「年齢別人口統計調査（令和２（2020）年）」 

令和７（2025）～令和 22（2040）年：第２期厚木市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン・総合戦略 

 

 

  

実績値 推計値 
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２ 自転車利用環境の現状 

（１）自転車交通量 

本市の自転車の交通実態を東京都市圏パーソントリップ調査（以下「ＰＴ調査」

という。）及び全国道路・街路交通情勢調査（以下「道路交通センサス」という。）

の結果からみると、次のようになっています。 

平成 30（2018）年の自転車発生集中量は、平成 20（2008）年調査より 36％ほど減

少しています。また、市内主要路線の自転車交通量は、平成 22（2010）年の調査と

比較して平成 27（2015）年では平日で 15％、休日でも 39％程度減少しています。 

 

■ 厚木市内を発着する自転車の発生集中量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 厚木市内主要路線の自転車 12 時間断面交通量 
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本市の主要地点の自転車交通量は、本厚木駅周辺は多くなっていますが、中心市

街地から離れた市の周辺部では少ない傾向にあります。 
 
 

■ 厚木市内の 12 時間（7～19 時）自転車交通量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：平成 27（2015）年・平成 22（2010）年道路交通センサス 
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（２）自転車分担率 

本市の移動手段を比率で示した代表交通手段分担率をみると、自転車の分担率は

平成 30（2018）年は９％とそれまでの調査より若干減少しています。 

自転車利用の目的別構成割合をみると、通勤は増加傾向にあり、私事は減少して

います。 

 

■ 厚木市の代表交通手段分担率 

 

 

 

 

 

 

 

 

※過去４回の PT 調査における厚木市全体の交通手段分担率 

 

■ 自転車の利用目的 

 

 

 

 

 

 

 

※PT 調査における自転車の目的別発生集中量を基に作成 
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※東京都市圏パーソントリップ調査：東京都市圏（東京都、神奈川県、埼玉県、千葉県、茨城県

南部）において、「どのような人が」「どのような目的で」「どこからどこへ」「どのような交通

手段で」移動したかなど、人の一日の全ての動きをとらえるものです。(パーソン=人、トリッ

プ=動き) 

 

※トリップ：人がある目的をもって、ある地点からある地点へと移動する単位をトリップとい

い、１回の移動でいくつかの交通手段を乗り換えても１トリップと数えますが、移動の目的が

変わるごとに一つのトリップと数えます。 

例えば、朝、自宅を出て会社に到着し、夕方に会社を出て自宅に帰った場合は、勤務１トリッ

プ、帰宅１トリップの合計２トリップになります。 

 

※トリップ目的：トリップ目的は大きく「勤務」「通学」「業務」「私事」「帰宅」に分けられます。

このうち、私事は買い物、食事、レクリエーションなど、生活関連のトリップです。また、業務

は販売、配達、会議、作業、農作業など、仕事上のトリップです。 

 

※ＯＤ：出発地（origin)・目的地（destination)をＯＤといいます。 

 

※トリップエンド：一つのトリップにおける出発地と到着地をトリップエンドといいます。 

 

※発生集中量：ある地域から出発したトリップの数（発生量）とその地域に到着したトリップの数

（集中量）の合計をその地域の発生集中量といい、単位はトリップエンド(T.E)です。 

 

※代表交通手段と端末交通手段：一つのトリップの中で、幾つかの交通手段を乗り換えた場合、そ

のトリップの中で利用した最も優先順位の高い交通手段を代表交通手段といいます。代表交通手

段を決める優先順位は、鉄道→バス→自動車→二輪(自転車、原付・自動二輪車)→徒歩の順です。

端末交通手段は、出発地から鉄道駅・バス停、または鉄道駅・バス停から目的地までの交通手段

をいいます。 

下図の場合、鉄道が代表交通手段で、自宅から○○駅までは端末交通手段（バス）、△△駅か

ら会社（目的地）では端末交通手段（徒歩）となります。 

 

 

 

 

 

 

※分担率：全体のトリップに対するある交通手段利用を利用したトリップの割合をその交通手段

利用の分担率といいます。例えば、ある地域の発生集中量が 100 トリップエンドあり、その

うち自動車利用発生集中量が 20 トリップエンドあった場合、自動車利用の分担率は

20/100 で 20％となります。 

 



 

- 22 - 

 

（３）地区別自転車分担率 

地区別の自転車分担率は、睦合西、緑ケ丘（南毛利）地区が高く、平野部での自

転車分担率が高くなっています。 

しかしながら、駅から遠い玉川、森の里（南毛利）地区では、分担率が低くなっ

ています。 

■ 地区別代表交通手段分担率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※平成 30 年ＰＴ調査結果より作成  
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（４）本市の自転車交通の動き 

市内での自転車交通の動きは、本厚木駅周辺での発着トリップ数が多く、地区内

の移動では、厚木北地区内の発着トリップ数が多くなっています。 

これは、厚木北地区に自転車等駐車場が多いことが要因であると考えられます。 

 

■ 地区別自転車発着トリップ数 
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人) 

※厚木市オープンデータポータルサイトの自転車事故発生状況を基に作成 

（５）自転車事故発生状況 

市内の自転車交通事故状況は、自転車の事故件数はゆるやかに減少傾向ではある

ものの、自転車による交通死亡事故は、平成 29年（2017）年以後、毎年発生してい

る状況です。 

■ 厚木市内の自転車交通事故件数 

 

 

（６）自転車等駐車場状況 

鉄道駅周辺では、放置自転車の解消を目指し、自転車等駐車場の整備が進めら

れ、本厚木駅周辺で 20か所、愛甲石田駅周辺で６か所の自転車等駐車場が整備され

ています。 

本厚木駅周辺の市営自転車等駐車場（６か所）の利用率は、定期利用者 77％（収

容台数 4,328台、利用台数 3,317台）、一時利用者 86％（収容台数 837台、利用台数

719台）となっています。 

愛甲石田駅周辺の市営自転車等駐車場（３か所）の利用率は、定期利用者 88％

（収容台数 778台、利用台数 686台）、一時利用者 112％（収容台数 50台、利用台数

56台）となっています。 

■ 自転車等駐車場位置 
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No. 名称 経営 区分 収容台数 利用台数 利用率

定期 630 630 100%

一時 80 72 90%

定期 424 392 92%

一時 35 19 54%

定期 1,406 1,087 77%

一時 385 343 89%

定期 797 785 98%

一時 189 150 79%

定期 571 269 47%

一時 36 30 83%

定期 500 154 31%

一時 112 105 94%

定期 4,328 3,317 77%

一時 837 719 86%

4
本厚木駅北口
自転車等駐車場

市営

5
旭町2丁目
自転車等駐車場

市営

1
本厚木駅高架下旭町
自転車駐車場

市営

2
本厚木駅高架下泉町
自転車駐車場

市営

3
中町2丁目
自転車駐車場

市営

6
本厚木駅南口
自転車駐車場

市営

- 合計 市営

No. 名称 経営 区分 収容台数 利用台数 利用率

定期 398 343 86%

一時 30 46 153%

定期 209 209 100%

一時 - - -

定期 171 134 78%

一時 20 10 50%

定期 778 686 88%

一時 50 56 112%

3
愛甲石田駅南口
自転車等駐車場

市営

- 合計 市営

1
愛甲石田駅北口
自転車等駐車場

市営

2
愛甲石田駅北口第２
自転車等駐車場

市営

放
置
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転
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■ 市営自転車等駐車場利用台数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 23（2011）年３月に放置自転車ゼロ戦略として、中心市街地における放置自

転車対策を講じてきた結果、近年では放置自転車がほとんどない状況となっていま

す。 

 

■ 放置禁止区域内の放置自転車数（１か月あたりの平均台数） 
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 （７）自転車走行空間の整備状況（令和４（2022）年３月末現在） 

市内の自転車走行空間の整備状況は、あつぎの道づくり計画で定めた自転車ネッ

トワーク計画延長 108.4kmに対し、10.7kmが整備済となっており、整備率は約

9.9％となっています。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画延長 整備済延長
（ｋｍ） （ｋｍ）

1 国道246号 3 7.4

2 国道129号 3 10.0

3 国道412号 2 9.8

4 県道42号（藤沢座間厚木） 1 0.8

5 県道601号（酒井金田） 4 6.0 0.6

6 県道60号（厚木清川） 2 7.4

7 県道63号（相模原大磯） 5 8.3

8 県道64号（伊勢原津久井） 1 0.8

9 県道43号（藤沢厚木） 3 1.7

10 県道603号（上粕屋厚木） 1 0.7

11 市道1-06号（愛甲長谷線） 2 5.5

12 市道1-01号（厚木環状1号線） 2 1.4

13 市道Ｆ-845号 1 0.8

14 市道1-23号（水引小野線） 2 3.2

15 市道1-09号（辻戸室線） 3 4.5 1.2

16 市道1-24号（妻田三田幹線） 1 2.8

17 市道2-30号（白根才戸線） 1 1.6

18 市道2-48号（横須賀水道路線） 3 6.1

19 市道1-27号（厚木環状2号線） 1 1.7

20 市道1-12号（小野森の里幹線） 1 1.7

21 本厚木下津古久線市道1-31号（酒井下津久線） 1 1.7

22 市道Ｇ-319号 1 0.3

23 市道Ｂ-1号 1 1.5

24 市道2-52号（金田座架依橋線） 1 2.5

25 市道1-30号（妻田中荻野線） 2 4.3

26 市道1-15号（中荻野飯山線） 1 2.4

27 市道1-10号（緑ヶ丘幹線） 1 1.2

28 市道2-04号（昭和用水線） 1 1.0

29 市道2-12号（防中竹ノ内線） 1 0.3

30 市道1-21号（赤坂津古久環状線） 2 0.6

31 市道1-11（堀合日向川線） 1 1.5

32 市道2-01号（本厚木停車場旭町線） 2 0.7 0.7

33 市道A-275号 1 0.6 0.6

34 市道A-242号 1 0.4 0.4

35 市道A-61号 1 0.4 0.4

36 市道A-18号 1 0.2 0.2

37 市道A-15号 1 0.2 0.2

38 市道A-44号 1 0.3 0.3

39 市道1-03号（本厚木松枝線） 1 1.3 1.3

40 市道2-03号（下之谷恩名線） 1 0.6 0.6

41 市道2-02号（本厚木岡田線） 1 0.8 0.8

42 市道A-333号 1 0.3 0.3

43 市道A-108号 1 0.8 0.8

44 市道A-329号 1 0.2 0.2

45 市道A-4号 1 0.3 0.3

46 市道A-9号 1 0.1 0.1

47 市道A-30号 1 0.1 0.1

48 市道A-103号 1 0.2 0.2

49 市道2-04号（昭和用水線） 1 0.1 0.1

50 市道A-254号 1 0.3 0.3

51 市道A-254-1号 1 0.4 0.4

52 市道A-306号 1 0.2 0.2

53 市道2-54号（赤坂竹ノ内線） 1 0.4 0.4

8 27.2

17 25.7 0.6

53 55.5 10.1市道

合計 78 108.4 10.7

国道

県道

№ 路線名（国道） 区間数
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■ 厚木市自転車ネットワーク計画図 

  

整備済み箇所 
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■ 厚木市自転車ネットワーク計画図 
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３ 自転車に関する意識調査 

 

（１）市民意識調査 

本市では、市民の意識やニーズを把握し、今後の市政運営等の基礎資料とするた

めに、概ね２年おきに市民意識調査を実施しています。 

市内に５年以上住んでいる方に、５年前と比べたまちづくり全般の変化について

意識調査を行った中で、「自転車の安全な利用」について、17.5％が「悪くなった」

と回答しています。 

 

■ まちづくり全般の変化（良くなったもの、変わらないもの、悪くなったもの） 

出典：厚木市市民意識調査報告書 

 

 

■ まちづくり全般の変化（自転車の安全な利用－経年変化） 

 

出典：厚木市市民意識調査報告書 
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〇自転車利用者の走行マナーについて、どう感じますか｡(１つだけ)
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守られている どちらかといえば守られている
どちらともいえない どちらかといえば守られていない
守られていない

年
代
別

性
別

（２）アンケート調査（令和４（2022）年 10 月実施） 

本計画を策定するにあたり、市民の日常的な自転車利用実態を把握するため、主

に市内の自転車等駐車場を利用している方を対象に、自転車に関するアンケート調

査を行いました。 

 

ア 自転車走行空間について 

自転車走行空間の安全性については、49.8％が「どちらかといえば危険」また

は「危険」と感じています。 

 

 

イ 自転車走行マナーについて 

自転車の走行マナーについては、52.3％が「どちらかといえば守られていな

い」または「守られていない」と感じています。 

 

 

  

〇市内の自転車走行空間について、安全だと感じますか｡(１つだけ)

4.3

5.8

11.1

8.1

5.0

3.4

14.4

15.3

13.5

27.8

23.1

24.2

7.5

13.3

6.9

31.5

30.2

33.8

27.8

35.9

30.6

35.0

32.0

31.0

16.7

39.1

40.2

37.6

33.3

28.2

27.4

42.5

40.0

55.2

58.3

10.7

8.5

12.8

10.3

9.7

10.0

13.3

3.4

25.0
0.0

1.3

2.3

2.6

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全　体(n=327)

男　性(n=189)

女　性(n=133)

10歳代(n= 18)

20歳代(n= 39)

30歳代(n= 62)

40歳代(n= 80)

50歳代(n= 75)

60歳代(n= 29)

70歳以上(n= 24)

性
別

年
代

別

安全 どちらかといえば安全 どちらともいえない

どちらかといえば危険 危険

年
代
別

性
別

〇市内の自転車走行空間について、安全だと感じますか（１つだけ） 

〇自転車利用者の走行マナーについて、どう感じますか（１つだけ） 
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ウ 自転車を利用するのに不安や不便に思うこと 

「道路を走行する環境が整っていない」とする意見が 43.4％と最も多くなって

います。 

 

 

エ 自転車を活用するために重要なこと 

「走りやすい自転車走行空間の整備」とする意見が 54.1％と最も多くなってい

ます。 

また、「安全な自転車利用の呼びかけ（マナー啓発）」に対しても重要性が高

い結果となっています。 

 

 

 

  

〇自転車を利用するのに、不安や不便に思うことは何ですか(1つだけ)

43.4

21.4

13.8

8.3

5.2

1.8

0.6

5.5

0.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

自転車が道路を走行する環境が整っていない

天候に左右される

自転車運転時、危険を感じる

自転車駐輪環境が整っていない

上り坂が不便

自転車の運転に自信がない

荷物を運ぶのに不便

特になし

無回答

(%)

〇自転車の活用を進めるには、何が重要だと思いますか(1つだけ)

54.1

20.5

11.0

4.3

2.4

2.1

2.1

1.5

1.5

0.3

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

走りやすい自転車走行空間の整備

安全な自転車利用の呼びかけ（マナー啓発）

自転車駐輪環境の整備

シェアサイクルの導入

自転車を活用した健康づくり

自転車を活用した観光の推進

自転車活用を推進する必要はない

多様な自転車への対応

特になし

無回答

(%)

〇自転車を利用するのに、不安や不便に思うことは何ですか（１つだけ） 

〇自転車の活用を進めるには、何が重要だと思いますか（１つだけ） 
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４ 現状と課題の整理 

 

自転車利用の現状を踏まえて、今後取り組むべき課題を、以下のように整理しました。 

 

自転車利用の現状 

○本市の自転車の交通実態は、ＰＴ調査や道路交通センサスの結果によると移動量等は減少

傾向です。 

○市内の自転車交通事故状況は、事故件数はゆるやかに減少傾向ではあるものの、自転車に

よる交通死亡事故は、平成 29年（2017）年以後、毎年発生している状況です。 

○鉄道駅周辺では、放置自転車の解消を目指し、自転車等駐車場の整備が進められ、本厚木

駅周辺で 20か所、愛甲石田駅周辺で６か所の自転車等駐車場が整備されています。 

○中心市街地における放置自転車対策を講じてきた結果、近年では放置自転車がほとんどな

い状況となっています。 

○市内の道路における自転車走行空間の整備率は、約 9.9％となっています。 

○自転車に関するアンケート調査結果では、「走りやすい自転車走行空間の整備」を重要とす

る意見が最も多く、また、「安全な自転車利用の呼びかけ（マナー啓発）」に対しても重要性

が高い結果となっています。 

 

 

 

自転車利用の課題 

自転車利用環境の整備 ルール・マナーの徹底 
環境・観光・健康のための 

自転車利用 

本市では、自転車利用の多

い本厚木駅周辺を中心に自転

車走行空間の整備が行われて

いますが、郊外部では、整備

が進んでいない状況です。 

また、アンケート調査から

も、自転車走行空間が危険で

あるという意見が多く、安全

な自転車走行空間の整備が求

められています。 

自転車を安全に安心して利

用してもらうためには、現在

学校関係者や警察等を中心に

行われている様々な交通安全

に関する取組を継続していく

とともに、自転車利用者だけ

でなく、歩行者やドライバー

等すべての人が交通ルールを

遵守すべく、マナー向上に向

けた更なる取組が必要です。 

新型コロナウイルス感染

症が拡大し、国民のライフス

タイルや交通行動にまで影響

を及ぼす中、人との接触を低

減する移動手段として自転車

の利用ニーズが高まった面も

みられました。 

環境負荷の低減や、災害時

における交通機能の維持、生

活習慣病の予防など、自転車

を活用することによるメリ

ットは大きいため、今後、積

極的な取組が必要です。 
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自転車乗用中に交通の危険を生じさせるおそれのある一定の違反行為（危険行為）

を３年以内に２回以上繰り返した自転車の運転者は、公安委員会から自転車運転者講

習の受講が命ぜられます。講習は３時間で講習手数料は 6,000円となり、期間内に受

講しなかった場合は５万円以下の罰金になります。 

自転車が関係する事故は、自転車運転者側のルール違反も多くあります。自転車の

交通事故を防止するために、自転車運転者は交通ルールを遵守することが必要です。 

 

■対象となる危険行為 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

危険行為で自転車運転者講習の受講 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

コラム 

出典：警察庁 



 

- 34 - 

 

  



 

- 35 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  第４章 基本方針 
 

 

１ 交通マスタープランにおける基本理念と方針 ................................................... 36 

２ 自転車活用推進計画の基本方針 .................................................................. 37 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

- 36 - 

 

第４章 基本方針 

 

１ 交通マスタープランにおける基本理念と方針 

 

都市計画マスタープランにおける将来都市構造の基本的な考え方や、都市交通の方針

を踏まえた「コンパクト・プラス・ネットワーク型都市構造の更なる充実」を目指すた

めに、交通マスタープランでは安心・安全な交通環境を前提とし、基本理念と基本方針

を次のように定めています。 

本計画では、交通マスタープランに示される「基本理念」の考えのもと「安全で快適

に移動できる歩行者及び自転車空間の整備」を進めます。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

市民生活と産業活動を支えるコンパクト・プラス・ネットワーク型

都市構造をいかした質の高いモビリティサービスの実現 
 

 

基 本 理 念 

￥ 

 
 

〇 高規格幹線道路へのアクセス強化 

〇 効率的及び効果的な市内道路の整備 

〇 国道 246号との交差部を中心とした混雑の解消 

〇 安全で快適に移動できる歩行者及び自転車空間の整備 

〇 災害時等に備えた道路交通環境の整備 

【基本方針１（道路交通における方針）】 

市民生活や産業活動を支える効果的な道路ネットワークの実現 

《交通マスタープランにおける基本理念及び方針》 
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２ 自転車活用推進計画の基本方針 
 

交通マスタープランの基本方針「安全で快適に移動できる歩行者及び自転車空間の整

備」や、自転車利用の現状と課題から本計画の基本方針を設定します。 

 

 

 

〇 自転車走行空間のネットワーク化や、通勤・通学や買物、観光等、様々な自転車

利用に対応した駐輪スペースを確保するなど、安全で快適な自転車利用環境を創出

します。 

〇 まちづくりと連携した、自転車走行空間の確保による自転車利用環境の整備を推

進します。 

 

 

 

 

〇 歩行者、自転車、自動車が、お互いの交通ルール及びマナーを理解し、尊重する

交通環境の形成を進めます。 

〇 地域、学校、家庭など社会全体で場面に合わせ、隙間なく自転車利用の安全教育

を進めることで、誰もが安心・安全に自転車を利用できる環境を向上させます。 

〇 電動キックボードなど新たな乗り物の規制等の動向を基に、課題を整理し安全対

策の検討を進めます。 

 

 

 

 

〇 二酸化炭素排出量の削減や大気汚染の改善を図るため、自転車利用が進み自動車

交通へ過度に依存しない、誰もが環境に配慮した移動手段を活用できる社会の実現

を目指します。 

〇 自転車を活用し豊かな自然や交通利便性の高さをいかした広域観光を推進しま

す。 

〇 日常生活や余暇において、自転車で楽しみながら移動をすることにより、健康長

寿社会の実現を目指します。  

【基本方針１（コンパクト・プラス・ネットワークの視点）】 

安全・快適に移動できる利用環境の創出 

【基本方針２（セーフコミュニティの視点）】 

誰もがルールとマナーを守る交通安全意識の醸成 

【基本方針３（カーボンニュートラル等の視点）】 

自転車を活用したライフスタイルへの転換 
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  第５章 具体的な取組 
 

 

１ 安全・快適に移動できる利用環境の創出 ........................................................ 42 

２ 誰もがルールとマナーを守る交通安全意識の醸成 ........................................... 48 

３ 自転車を活用したライフスタイルへの転換 ....................................................... 54 
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第５章 具体的な取組 
 

自転車のメリットを最大限に発揮するには、安全かつ快適に移動できる走行空間を整

備するとともに、利用者のルール遵守やマナー向上が重要です。 

自転車走行空間の整備は、自転車に関するアンケート調査から半数以上が重要と捉え

ていることからも、利用者にとっては、最も自転車利用環境の向上を実感しやすい取組

であると考えられます。 

また、走行空間の整備だけでなく、自転車利用者等に対し、安全教育の徹底やマナー

啓発をセットで行うことにより、自転車利用の効果をより高めることができると考えま

す。 

そのため、安全・快適に移動できる利用環境の創出に向けたハード事業と、誰もがル

ールとマナーを守る交通安全意識の醸成に向けたソフト事業を土台とし、その上で環境

保全、観光振興、健康増進などの自転車を活用したライフスタイルへの転換に向けた施

策を展開していきます。 
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基本方針  具体的な取組 
   

1 安全・快適に移

動できる利用環境

の創出 

 
施策１-（１）安全で快適な自転車ネットワークの整備 

  
  
施策１-（２）まちづくりと連携した自転車利用環境の整備 

  
  
施策１-（３）自転車走行空間の適正管理 

    
施策１-（４）自転車等駐車場の維持管理・運営及び施設整備 

  
  
施策１-（５）都市特性に合わせた自転車利用の環境創出 

 
  

 

２ 誰もがルール

とマナーを守る交

通安全意識の醸成 

 
施策２-（１）世代別に応じた交通安全教育の実施 

  
  
施策２-（２）放置自転車対策の継続 

  
  
施策２-（３）自転車損害賠償責任保険の加入促進 

  
  
施策２-（４）自転車乗車用ヘルメットの着用促進 

  
  
施策２-（５）自転車の点検整備の促進 

  
  
施策２-（６）電動キックボードなど新たな乗り物への対応 

 
  

 

３ 自転車を活用

したライフスタイ

ルへの転換 

 
施策３-（１）自転車による環境負荷の低減 

  
  
施策３-（２）広域サイクルツーリズムの推進 

  
   
施策３-（３）自転車による健康づくりの周知啓発 

  
  

 施策３-（４）災害時における自転車活用の推進 
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１ 安全・快適に移動できる利用環境の創出 
 

 

 

・あつぎの道づくり計画に基づき、安全で快適な自転車走行空間の形成を図るた

め、自転車専用通行帯や走行位置を明示するピクトグラム等の設置を進めます。 

・自転車ネットワークを構築するため、自転車走行空間の整備を国・県の関係機関

と調整し、推進します。 

・電動キックボードなど新たな乗り物については、現行法では原動機付自転車と同

様、車道を走行しなければなりませんが、今後は、自転車と同様な扱いとなるた

め、動向を注視し施策に反映します。 

 

■施策１-（１）安全で快適な自転車ネットワークの整備 

施策名 施策１-（１）安全で快適な自転車ネットワークの整備 

実施事業 自転車走行空間の整備 

実施対象エリア 市内全域 

実施主体 国、県、市（道路管理者） 

スケジュール 

 

■ 市内における自転車走行空間整備例 
 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業名 

実施時期 

概要 
短期 

（R5～R8） 

中期 

（R9～R14） 

長期 

（R15～R22） 

 

自転車走行空間の整備 

 

 
   

（1）安全で快適な自転車ネットワークの整備 

厚木市道２-01 号：本厚木停車場旭町線 

（自転車専用通行帯） 

 

厚木市道１-09 号：辻戸室線 

（自転車と自動車を混在通行する道路、車道混在） 

 



 

- 43 - 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

出典：安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン（国土交通省、警察庁） 

車道混在 自転車専用通行帯 自転車道 

車道混在とする場合に併用する路面表示の標準仕様 
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・土地区画整理事業や市街地再開発事業等のまちづくり事業を進めるにあたり、鉄

道、バスなどの公共交通と、自転車の移動手段との最適な組合せ（ベストミックス）

を目指します。 

・都市計画道路等の道路新設改良に併せ、自転車走行空間の整備を進めます。 

・住宅街や商業施設の生活道路における、歩行者や自転車の安全な通行を確保する

ことを目的とした交通安全対策の一つである「ゾーン 30」等の取組を進めます。 

■施策１-（２）まちづくりと連携した自転車利用環境の整備 

施策名 施策１-（２）まちづくりと連携した自転車利用環境の整備 

実施事業 自転車利用環境の整備 

実施対象エリア 市内全域 

実施主体 市 

 

スケジュール 

 

※ゾーン 30とは 

生活道路における歩行者や自転車の安全な通行を確保することを目的とした交通安全対

策。区域（ゾーン）を定めて時速 30キロの速度規制を実施し、自動車の走行速度や通り抜

けの抑制を図る。 

 

 

 
 
 

・駅周辺及び自転車に関連する事故が多いエリアを重点的に適正管理し、誰もが安

心で安全に通行できる自転車走行空間を確保します。 

・ピクトグラム等の路面表示の老朽化は、快適な自転車走行空間の妨げにつながる

ことから、適切な維持管理に努めます。 

・自転車走行空間における違法駐車車両に対し、警察等の関係機関と連携して、交

通取締りの強化やドライバーに対する意識啓発を進めます。 

 

 

 

事業名 

実施時期 

概要 
短期 

（R5～R8） 

中期 

（R9～R14） 

長期 

（R15～R22） 

 

自転車利用環境の整備 

 

 
   

（２）まちづくりと連携した自転車利用環境の整備 

（３）自転車走行空間の適正管理 
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自転車等駐車場の維持管理 

■施策１-（３）自転車走行空間の適正管理 

施策名 施策１-（３）自転車走行空間の適正管理 

実施事業 自転車走行空間の維持管理 

実施対象エリア 市内全域 

実施主体 国、県、市（道路管理者）、交通管理者 

 

スケジュール 

 

 

 
 

・自転車等駐車場については、各施設の利用状況や民間施設の収容状況、利用者ニ

ーズ等を踏まえた適切な維持管理・運営及び施設整備に取り組みます。 

 

■施策１-（４）自転車等駐車場の維持管理・運営及び施設整備 

施策名 施策１-（４）自転車等駐車場の維持管理・運営及び施設整備 

実施事業 自転車等駐車場の維持管理等 

実施対象エリア 駅周辺地域 

実施主体 市、民間事業者 

 

スケジュール 

 

  

事業名 

実施時期 

概要 
短期 

（R5～R8） 

中期 

（R9～R14） 

長期 

（R15～R22） 

 

自転車走行空間の維持管理 

 

 
   

事業名 

実施時期 

概要 
短期 

（R5～R8） 

中期 

（R9～R14） 

長期 

（R15～R22） 

 

自転車等駐車場の維持管理等 

 

 
   

（４）自転車等駐車場の維持管理・運営及び施設整備 
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アウトドアツーリズムの推進 

 

 
 

・バス停から離れた地域でも路線バスが利用しやすくなるよう、自転車でバス停ま

でアクセスできるサイクルアンドバスライド自転車駐車場の整備を推進します。 

・幼児や児童など初めて自転車に乗る人に対し、練習ができる環境の整備に取り組

みます。 

・豊かな自然を活用したアウトドアツーリズム推進を目的に、地域振興や森林資源

を有効活用したマウンテンバイクのコース整備に取り組みます。 

 

■施策１-（５）都市特性に合わせた自転車利用の環境創出 

施策名 施策１-（５）都市特性に合わせた自転車利用の環境創出 

実施事業 サイクルアンドバスライドの整備 

実施対象エリア 通勤通学者が多い地域 

実施主体 市、交通事業者 

 

スケジュール 

 

  

事業名 

実施時期 

概要 
短期 

（R5～R8） 

中期 

（R9～R14） 

長期 

（R15～R22） 

 

サイクルアンドバスライド 

の整備 

 

 

   

（５）都市特性に合わせた自転車利用の環境創出 
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■サイクルアンドバスライドの整備場所 

バス停 車場名 台数 

① 妻田薬師バス停 妻田薬師自転車駐車場 154 台 

② 妻田バス停 妻田バス停前自転車駐車場 52 台 

③ 松蓮寺バス停 松蓮寺バス停前自転車駐車場 100 台 

④ 鳶尾団地バス停 鳶尾団地自転車駐車場 47 台 

⑤ 藤塚バス停 藤塚公園前自転車駐車場 35 台 

⑥ 依知小学校前バス停 依知小学校前自転車駐車場 50 台 

⑦ 若宮橋バス停 若宮橋バス停前自転車駐車場 45 台 

⑧ 山際バス停 山際バス停前自転車駐車場 26 台 

⑨ 屋際バス停 屋際バス停前自転車駐車場 30 台 

⑩ 金田神社前バス停 金田神社前バス停前自転車駐車場 25 台 

⑪ 相川中学校前バス停 相川中学校前自転車駐車場 10 台 

  

■ サイクルアンドバスライド自転車駐車場の整備イメージ 

妻田薬師バス停 鳶尾団地バス停 
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スケアードストレイトによる交通安全教室の実施状況 自転車マナーアップキャンペーン 

 

２ 誰もがルールとマナーを守る交通安全意識の醸成 

 

 

 

・幼児から高齢者まで幅広い層を対象に隙間のない交通安全教育を行います。 

・世代別によって自転車を利用する頻度や目的が異なるため、自転車利用者の年齢

層やライフステージに応じて、効果的な交通安全教育に努めます。 

・市内では、若年層の自転車事故の割合が高いため、自転車の基本的なルールや発

生頻度の高い事故状況を周知するなど、安全な自転車利用を促進します。 

・高校生等を対象としたワークショップ等を定期的に開催し、危険箇所の把握など

に努め、施策に反映します。 

 

■施策２-（１）世代別に応じた交通安全教育の実施 

施策名 施策２-（１）世代別に応じた交通安全教育の実施 

実施事業 世代別交通安全教育の実施 

実施対象エリア 市内全域 

実施主体 市、交通管理者、交通事業者、民間事業者、市民 

 

スケジュール 

 

 

  

 

 

 

 

         

  

 

 

※スケアードストレイトとは 

スタントマンが事故現場を再現したりし、恐怖を実感することでそれにつながる危険行為を未

然に防ぎ、交通ルールを遵守することの大切さを体感させる教育方法。 

事業名 

実施時期 

概要 
短期 

（R5～R8） 

中期 

（R9～R14） 

長期 

（R15～R22） 

 

世代別交通安全教育の実施 

 

 
   

（１）世代別に応じた交通安全教育の実施 
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放置自転車の撤去 

交通安全教育 

 

 

 

・「厚木市自転車の放置防止に関する条例」に基づき、自転車利用者、事業者等がそ

れぞれの責務を遵守するよう自転車放置防止広報啓発活動を重点的に展開します。 

・自転車等の放置防止により歩行空間の確保に努めます。 

 

■施策２-（２）放置自転車対策の継続 

施策名 施策２-（２）放置自転車対策の継続 

実施事業 放置自転車対策の実施 

実施対象エリア 自転車放置禁止区域 

実施主体 市 

 

 スケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

事業名 

実施時期 

概要 短期 

（R5～R8） 

中期 

（R9～R14） 

長期 

（R15～R22） 

 

放置自転車対策の実施 

 

 
   

（２）放置自転車対策の継続 
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・子どもを含めた自転車利用者が加害者となる高額な賠償事例も見受けられ、当事

者だけでなく、家族等にも大きな影響を及ぼすことから「神奈川県自転車の安全

で適正な利用の促進に関する条例」に基づき、損害賠償責任保険等加入の促進を

図ります。 

 

■施策２-（３）自転車損害賠償責任保険の加入促進 

施策名 施策２-（３）自転車損害賠償責任保険の加入促進 

実施事業 自転車損害賠償責任保険の加入促進 

実施対象者 市民 

実施主体 県、市、交通管理者、民間事業者 

 

スケジュール 

 

 

 

・「厚木市自転車安全利用促進条例」に基づき、幼児や児童へのヘルメットの着用を

進めるとともに、道路交通法の改正により全年齢に対する自転車乗車用ヘルメッ

トの着用が努力義務化されたことを受け、全年齢へのヘルメット着用を促進しま

す。特に、事故率の高い高校生に対し、ヘルメット着用の促進事業に取り組みま

す。 

 

■施策２-（４）自転車乗車用ヘルメットの着用促進 

施策名 施策２-（４）自転車乗車用ヘルメットの着用促進 

実施事業 自転車乗車用ヘルメットの着用努力義務化の周知 

実施対象者 市民 

実施主体 県、市、交通管理者、民間事業者 

 

スケジュール 

事業名 

実施時期 

概要 短期 

（R5～R8） 

中期 

（R9～R14） 

長期 

（R15～R22） 

自転車損害賠償責任保険の 

加入促進 

    

事業名 

実施時期 

概要 
短期 

（R5～R8） 

中期 

（R9～R14） 

長期 

（R15～R22） 

自転車乗車用ヘルメットの着用

努力義務化の周知 

    

（３）自転車損害賠償責任保険の加入促進 

（４）自転車乗車用ヘルメットの着用促進 
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ヘルメット着用の促進 

自転車損害賠償責任保険加入の促進 

自転車街頭点検 

 

 

 

・「神奈川県自転車の安全で適正な利用の促進に関する条例」や「厚木市自転車

安全利用促進条例」に基づき、自転車に必要な点検や整備を行うことを努める

よう、自転車利用者及び自転車関連の事業者等に対し、意識啓発を行います。

また、関係団体と協力し、自転車街頭点検を継続します。 

 

■施策２-（5）自転車の点検整備の促進 

施策名 施策２-（５）自転車の点検整備の促進 

実施事業 自転車の点検整備の促進 

実施対象者 市民、民間事業者 

実施主体 県、市、民間事業者、関係団体 

 

スケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業名 

実施時期 

概要 
短期 

（R5～R8） 

中期 

（R9～R14） 

長期 

（R15～R22） 

 

自転車の点検整備の促進 

 

 
   

（５）自転車の点検整備の促進 
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自転車交通ルールの周知 

 

 

 

・電動キックボードなど新たな乗り物の利用環境が良好に保たれるよう、警察や

関係機関等と連携し、正しい乗り方や交通ルールなどの情報を、購入者や利用

者に対して意識啓発を行います。 

 

■施策２-（６）電動キックボードなどの新たな乗り物への対応 

施策名 施策２-（６）電動キックボードなどの新たな乗り物への対応 

実施事業 電動キックボードなどの新たな乗り物への対応 

実施対象者 市民、民間事業者 

実施主体 県、市、交通管理者、民間事業者 

 

 スケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業名 

実施時期 

概要 
短期 

（R5～R8） 

中期 

（R9～R14） 

長期 

（R15～R22） 

 

電動キックボードなどの新たな

乗り物への対応 

 

 

   

（６）電動キックボードなど新たな乗り物への対応 
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令和４年 11月１日の中央交通安全対策会議（内閣府所管）交通対策本部決定によ

り、「自転車安全利用五則」の内容が変わりました。自転車の交通ルール及び道路交通

法の改正により、より一層、自転車の安全運転が求められるようになりました。 

 

■自転車安全利用五則 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自転車安全利用五則が制定 

① 車道が原則、左側を走行 

歩道は例外、歩行者を優先 

 

② 交差点では信号と一時停止を 

守って、安全確認 

③ 飲酒運転は禁止 ④ 夜間はライトを点灯 

⑤ ヘルメットを着用 

 

※自転車安全利用五則は、自転車に乗

るときに守るべきルールのうち、特に

重要なものを取り上げていますが、こ

のほかにも様々なルールがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コラム 

出典：警察庁、警視庁 
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３ 自転車を活用したライフスタイルへの転換 

 

 

 

・日々の生活での移動の際、自動車から公共交通、自転車、徒歩などに転換を促す

ため、モビリティ・マネジメントの取組として、自転車利用を促進します。 

・自転車を個人で所有しないことによる資源の効率的な活用や、二酸化炭素の排出

量削減へつなげるため、環境負荷の少ない自転車を共有して利用するシェアリン

グ等の取組を進めます。 

・市内企業等に対し、自転車通勤の促進を図ります。 

 

■施策３-（１）自転車による環境負荷の低減 

施策名 施策３-（１）自転車による環境負荷の低減 

実施事業 モビリティ・マネジメントの実施 

実施対象者 市民、民間事業者 

実施主体 市、民間事業者 

 

スケジュール 

 ※モビリティ・マネジメントとは 

  過度な自動車利用に起因する様々な社会問題を緩和するため、地域公共交通や自転車への自発

的転換を促す交通施策。 

 

 

 

・本市や周辺市町村の魅力的な観光資源をつなぎ、サイクリングルートやおすすめ

スポットなどサイクリングに役立つ情報を発信するとともに、サイクリングのル

ール・マナーを周知啓発するための情報の充実を図ります。 

・サイクリングルート沿線へサイクルスタンドを設置するなど、サイクリスト受入

サービスの充実を図ります。 

・自転車専門店が中心市街地に多い特性を活かし、レンタサイクル等のサイクルツ

ーリズムを協働して進めます。 

・近隣市町村と連携したサイクリングコースの拡充を図ります。  

事業名 

実施時期 

概要 
短期 

（R5～R8） 

中期 

（R9～R14） 

長期 

（R15～R22） 

 

モビリティ・マネジメントの 

実施 

 

 

   

（１）自転車による環境負荷の低減 

（２）広域サイクルツーリズムの推進 
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広域サイクルツーリズム 

 

■施策３-（２）広域サイクルツーリズムの推進 

施策名 施策３-（２）広域サイクルツーリズムの推進 

実施事業 サイクルツーリズムの推進 

実施対象エリア 周辺市町村含む市内全域 

実施主体 市、民間事業者 

 

スケジュール 

 

■あつぎ大山 Great-Oval（グレート・オーバル） 

   

 

  

事業名 

実施時期 

概要 
短期 

（R5～R8） 

中期 

（R9～R14） 

長期 

（R15～R22） 

 

サイクルツーリズムの推進 
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・自転車利用による生活習慣病の予防や健康増進への効果を周知することにより、

日常生活やレジャーなどでの自転車利用を促進し、市民の健康づくりを支援しま

す。 

・休日やレクリエーションでの自転車利用のため、観光やスポーツなど目的に合っ

たサイクリングコースの環境整備に取り組みます。 

 

■施策３-（３）自転車による健康づくりの周知啓発 

施策名 施策３-（１）自転車による健康づくりの周知啓発 

実施事業 自転車による健康づくりの周知 

実施対象者 市民 

実施主体 市、民間事業者 

 スケジュール 

 

 

 

・自転車の機動性に着目し、大規模災害が発生した際の職員の参集や被災状況等の把

握に、自転車を活用します。また、神奈川県自転車商協同組合と災害時に自転車が

活用できる仕組みづくりに取り組みます。 

 

■施策３-（４）災害時における自転車活用の推進 

施策名 施策３-（４）災害時における自転車活用の推進 

実施事業 災害時における自転車活用の推進 

実施対象者 市、市民 

実施主体 市、民間事業者 

スケジュール 

事業名 

実施時期 

概要 
短期 

（R5～R8） 

中期 

（R9～R14） 

長期 

（R15～R22） 

 

自転車による健康づくりの周知 

 

 
   

事業名 

実施時期 

概要 
短期 

（R5～R8） 

中期 

（R9～R14） 

長期 

（R15～R22） 

 

災害時における自転車活用の 

推進 

 

 

   

（３）自転車による健康づくりの周知啓発 

（４）災害時における自転車活用の推進 
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第６章 目標の設定と進行管理 
 

１ 目標値 

 ＰＤＣＡサイクルを適切に行うため、短期（４年後）、中期（10年後）、長期（計画期

間終了時となる 18年後）に効果を検証する指標を方針ごとに定めます。 

 

(１) 基本方針１：安全・快適に移動できる利用環境の創出 

「基本方針１ 安全・快適に移動できる利用環境の創出」については、自転車走行空間の

整備率を指標とします。 

 

指標：自転車走行空間の整備率 

 
現状値 

目標値 

 令和８年 令和14年 令和22年 

 9.9% 

（令和３年） 
27.4％ 52.3％ 85.5％ 

 

 

(２) 基本方針２：誰もがルールとマナーを守る交通安全意識の醸成 

「基本方針２ 誰もがルールとマナーを守る交通安全意識の醸成」については、自転車の

安全のために心掛けていることがある市民の割合を指標とします。 

 

指標：自転車の安全のために心掛けていることがある市民の割合 

 
現状値 

目標値 

 令和８年 令和14年 令和22年 

 60.8% 

（令和３年） 
67.6％ 73.6％ 81.6％ 

 

 

(３) 基本方針３：自転車を活用したライフスタイルへの転換 

「基本方針３ 自転車を活用したライフスタイルへの転換」については、自動車の利用抑

制が地球温暖化のために重要と考える市民の割合を指標とします。 

 

指標：自動車の利用抑制が地球温暖化のために重要と考える市民の割合 

 
現状値 

目標値 

 令和８年 令和14年 令和22年 

 10.3% 

（令和3年） 
20.0％ 30.0％ 40.0％ 

 

 

 

 



 

- 59 - 

 

２ 進行管理 

（１）進行管理の考え方 

本計画に掲げる基本方針、指標が達成されるよう、計画的・戦略的な事業実施と

継続的な改善を行っていく必要があります。 

そこで、本計画の進行管理にあたっては、国、県、市の道路管理者や交通管理

者、交通事業者等で組織する「厚木市公共交通利便性向上実務者会議」において行

います。当会議を定期的に開催し、ＰＤＣＡサイクルに基づき、施策の進捗や指標

の達成状況を評価・検証し、フォローアップを実施します。 

 

（２）見直しの考え方 

施策の進捗や指標の達成状況を評価・検証するとともに、今後の社会情勢の変化

や関連計画等の変更により、本計画に影響が出る場合は、必要に応じて計画の見直

しを行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ＰＤＣＡサイクル：品質管理など業務管理における継続的な改善方法のこと。 

Plan（計画）、Do（実行）、Check（評価）、Action(改善)の４段階を繰り返して業務を

継続的に改善する。 
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